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鏡開きで全農台湾事務所設立を祝う、左から台湾全農インターナショナル㈱の野末知裕総経理、㈱みずほ銀行
の安原貴彦常務執行役員、大澤憲一副会長、日本台湾交流協会台北事務所の沼田幹夫代表、神出元一理
事長、台北市日本工商会の大橋悟理事長（２面）

競馬の本場･英国バークシャー州アスコット競馬場
で来場者に日本産コシヒカリを原料として英国で
製造した米ビールをアピール（２面）

全国野菜園芸技術研究会群馬大会参加者が群
馬県本部の園芸作物生産実証農場を視察（３面）

台湾に輸出拠点を開設し記念式典開催

競馬の本場･英国で日本産食材アピール
（全農インターナショナル欧州㈱）

ジャパンジョッキーズカップ 2018
優勝チームに県産農畜産物（岩手県本部）

全農杯全日本卓球選手権大会を開催
（広報部）

北海道北見市でカーリングキャンプ開催
（広報部）

ゼノベーターからのメッセージ ②（総合企画部）

自己改革は計画どおりに進捗（広報部）

ＪＡズームイン（ＪＡレーク伊吹）

県本部だより（三重県本部）
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畜産事業の研究最前線①
飼料畜産中央研究所 養鶏研究室
（畜産生産部）

全農ブロガーが情報発信中
（広報部）

「研Q室のヨーグルト ドリンクタイプ」を
新発売（東北協同乳業㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA岡山西 星の郷特産館（岡山県）
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News!

競馬の本場・英国で日本産食材アピール
来場者に和牛ロースト、英国で製造した米ビール振る舞う 全農インターナショナル欧州㈱

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
株
式
会
社
は
7
月
28
日
、農
林

中
央
金
庫
や
日
本
中
央
競
馬
会
と
協
力
し
、世
界
で
最
も
権
威
の
あ

る
G
1
レ
ー
ス
の
一
つ
、「
キ
ン
グ
ジ
ョ
ー
ジ
6
世
＆
ク
イ
ー
ン
エ

リ
ザ
ベ
ス
ス
テ
ー
ク
ス
」の
会
場（
英
国
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
ア
ス
コ
ッ

ト
競
馬
場
）で
、
有
力
馬
主
や
調
教
師
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
競
馬
関
係

者
に
日
本
の
食
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
と

日
本
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
原
料
と

し
て
英
国
で
製
造
し
た
米
ビ
ー

ル
を
来
場
者
に
無
料
で
提
供
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
和
牛
を
食

べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
お
客
さ

ま
は
そ
の
独
特
の
香
り
と
風
味

に
驚
き
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
ま
た
米
ビ
ー
ル
も
非
常
に

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

有
力
馬
主
を
は
じ
め
と
し
た
英

国
の
多
く
の
方
々
に
日
本
の
文

化
と
食
材
を
紹
介
し
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
日
本

を
訪
問
す
る
契
機
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ

う
な
海
外
拠
点
で
の
活
動
を
通

じ
て
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
場
者
に
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
を
振
る
舞

う

イベントを開いた英国バークシャー州アスコット
競馬場

News!

台北市内で台湾事務所設立記念式典
輸出伸びる台湾でさらなる拡大目指す 輸出対策部

　
全
農
は
8
月
3
日
、台
湾
輸
出
拠
点
の
開
設
を
祝
し
て
台
北
市
内

で
取
引
先
や
メ
デ
ィ
ア
ら
約
1
0
0
人
を
招
き
記
念
式
典
を
開
き

ま
し
た
。

　
大
澤
憲
一
副
会
長
は
あ
い
さ

つ
で
、「
全
農
は
日
本
全
国
の

幅
広
い
食
材
を
全
て
供
給
で

き
る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
活

用
い
た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
、神
出
元
一
理
事
長
は「
台

湾
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
っ

て
、
日
本
の
農
家
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
農
畜
産
物
を
し
っ
か

り
と
お
届
け
し
た
い
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
台
湾
交
流
協
会 

台
北
事
務
所
の
沼
田
幹
夫
代
表

か
ら「
生
産
か
ら
流
通
、
そ
し

て
販
売
ま
で
全
て
を
担
う
全
農

が
台
湾
に
事
務
所
を
開
設
し
、

う
れ
し
く
思
う
。
わ
れ
わ
れ
は

い
ま
だ
輸
出
を
認
め
ら
れ
て
い

な
い
福
島
、
茨
城
、
千
葉
、
栃

木
、
群
馬
か
ら
の
農
産
物
の
輸

出
再
開
に
向
け
て
、
台
湾
当
局

と
の
間
で
最
大
限
努
力
す
る
」

と
の
応
援
演
説
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
台
湾
現
地
法
人
の「
台
湾
全

農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
」

は
5
月
か
ら
営
業
を
開
始
し
て

お
り
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
輸
出

拠
点
と
し
て
は
、米
国
、英
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
に
次
い

で
5
カ
所
目
に
な
り
ま
す
。
台

湾
は
日
本
の
農
畜
産
物
の
輸
出

先
で
は
香
港
、
米
国
に
次
ぐ
第

3
位
で
、
昨
年
9
月
に
は
牛
肉

輸
出
が
16
年
ぶ
り
に
解
禁
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
海
外
拠
点

を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
輸
出
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

出席者に提供された日
本産食材

式典であいさつする大澤
副会長
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News!

新技術を活用した「もうかる野菜経営」実現へ
第63回全国野菜園芸技術研究会群馬大会を開催 群馬県本部

　
全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究
会
は
7
月
19
日
、群
馬
県
高
崎
市
の
高

崎
市
文
化
会
館
で「
新
技
術
を
活
用
し
た『
も
う
か
る
野
菜
経
営
』

の
実
現
」を
テ
ー
マ
に「
第
63
回
全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究
会
群
馬

大
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
の
担
当
者
に
よ

る
将
来
を
見
据
え
た
産
地
の
課

題
解
決
に
向
け
た
講
演
、
首
都

大
学
東
京
の
大
澤
剛
士
准
教
授

に
よ
る
病
害
虫
な
ど
の
農
業
被

害
リ
ス
ク
に
関
す
る
講
演
、
開

催
地
群
馬
県
の
キ
ュ
ウ
リ
・
ト

マ
ト
・
イ
チ
ゴ
の
生
産
・
流

通
・
販
売
の
事
例
発
表
の
他
、

企
業
や
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
園
芸

機
器
・
資
材
・
種
苗
の
展
示
会

も
あ
り
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
の
大
山
寛
会
長

は「
群
馬
大
会
を
通
じ
て
、
全

国
の
野
菜
生
産
者
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
交
流
し
、
新
し
い
技
術

や
経
営
手
法
の
事
例
を
学
び
、

参
加
者
の
野
菜
経
営
や
、
次
世

代
の
若
者
が
農
業
経
営
に
夢
が

持
て
る
大
会
に
な
れ
ば
幸
甚
で

す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
20
日
に
は
、
群
馬
県
本
部
の

園
芸
作
物
生
産
実
証
農
場
と
Ｊ

Ａ
佐
波
伊
勢
崎
な
す
・
き
ゅ
う

り
選
果
場
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

News!

ジョッキーズカップ優勝チーム、優勝騎手に県産農畜産物贈呈
純情産地いわて×岩手競馬～ジャパンジョッキーズカップ2018に協賛 岩手県本部

　
岩
手
県
本
部
は
7
月
16
日
、盛
岡
市
の
盛
岡
競
馬
場
で
開
催
さ
れ
た

「
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ズ
カ
ッ
プ
2
0
1
8
」で
優
勝
し
た
内
田
博

幸
騎
手
率
い
る
チ
ー
ム
Ｊ
Ｒ
Ａ
に
、「
い
わ
て
純
情
豚
一
頭
分
相
当
」を

は
じ
め
県
産
農
畜
産
物
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト（
お
米
・
和
牛
ス
テ
ー

キ
・
リ
ン
ゴ
）を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
は
古
来
よ
り
日
本

有
数
の
馬
産
地
で
、
人
と
馬

の
関
わ
り
が
深
い
地
域
で
す
。

1
8
8
4
年
に
は
横
浜
、
東
京

に
次
ぎ
近
代
的
な
西
洋
競
馬
が

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
も
岩
手

競
馬
と
し
て
多
く
の
フ
ァ
ン
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
、
全
国
の
地
方
競
馬

の
ス
タ
ー
ジ
ョ
ッ
キ
ー
が
盛
岡

競
馬
場
に
集
結
し
、
チ
ー
ム
制

で
勝
負
を
決
す
る「
ジ
ャ
パ
ン

ジ
ョ
ッ
キ
ー
ズ
カ
ッ
プ
」は
、東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援

を
目
的
に
2
0
1
2
年
か
ら
始

ま
り
、
岩
手
競
馬
の
夏
の
風
物

詩
と
し
て
人
気
が
根
付
い
て
い

ま
す
。

　
岩
手
県
本
部
は
、
そ
の
趣
旨

に
賛
同
し
県
産
農
畜
産
物
の
提

供
を
通
じ
、
第
1
回
か
ら
継
続

的
に
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

い
ま
す
。

　
贈
呈
し
た「
い
わ
て
純
情
豚

一
頭
分
」は
チ
ー
ム
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
ご

厚
意
で
、後
日
、盛
岡
競
馬
場
で

競
馬
フ
ァ
ン
に
振
る
舞
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　
岩
手
県
本
部
は
、
県
産
農
畜

産
物
の
提
供
を
通
じ
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
創づ
く

り
と
活
性
化
に
今

後
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す

群馬大会で全野研野菜園芸功績者を表彰

群馬県本部の園芸作物生産実証農場を視察

優勝したチームＪＲＡに岩手県県産
農畜産物の詰め合わせセットを贈
呈

盛岡競馬場に集結したスター
ジョッキーら
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News!

全農杯平成30年度全日本卓球選手権大会（小学生以下の部）を開催
石川選手が子どもたちにビデオメッセージで激励 広報部

　

 

全
農
が
特
別
協
賛
す
る「
全
農
杯
平
成
30
年
度
全
日
本
卓
球
選

手
権
大
会（
小
学
生
以
下
の
部
）」が
7
月
27
、
28
日
に
、
兵
庫
県
神

戸
市
の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
全
農
の
山
﨑
周
二

専
務
が「
国
産
の
農
畜
産
物
を

し
っ
か
り
食
べ
て
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
ほ
か
、
全
農
所
属

の
石
川
佳
純
選
手
が
ビ
デ
オ
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
子
ど
も

た
ち
を
激
励
。全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
た
予
選
大
会
を
突
破
し
た

1
1
9
5
人
が
各
種
目
の
頂
点

を
目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

台
風
12
号
の
影
響
を
受
け
、

3
日
間
で
実
施
予
定
だ
っ
た
全

て
の
試
合
を
2
日
間
で
行
う
と

い
う
異
例
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
、

戦
い
抜
き
ま
し
た
。全
農
は
入
賞

者
へ
、兵
庫
県
産「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
」と「
但
馬
牛
」、フ
ェ

ア
プ
レ
ー
賞
に
徳
島
県
産
米「
あ

き
さ
か
り
」を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
農
ブ
ー
ス
で「
石
川

佳
純（
か
す
み
ん
）カ
レ
ー
」を

販
売
。隣
の
飲
食
ブ
ー
ス
で
も
こ

の
商
品
を
使
用
し
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
販
売
し
、
大
行
列
に
な

る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　
全
農
は
こ
れ
か
ら
も
、「
ニ
ッ

ポ
ン
人
の
活
躍
を『
ニ
ッ
ポ
ン

の
食
』で
支
え
る
。」の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
成
長
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。表彰式で入賞者に副賞を贈呈

開会式で子どもたち
を激励の言葉を贈る
山﨑専務

子どもたちに石川選手
がビデオメッセージ

News!

北海道北見市でカーリングキャンプ開催！
ＬＳ北見メンバーなどカーリングトップ選手が小学生を指導 広報部

　
「
Ｊ
Ａ
全
農
×
Ｊ
Ｃ
Ａ
カ
ー
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
８
常
呂
」

が
７
月
28
日
、北
海
道
北
見
市
の
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
常
呂
カ
ー
リ
ン

グ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
日
本
カ
ー
リ
ン
グ
協
会（
Ｊ

Ｃ
Ａ
）主
催
で
全
農
が
特
別
協

賛
し
、
関
東
と
地
元
か
ら
集

ま
っ
た
小
学
４
〜
６
年
生
の

48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学

生
た
ち
は
、
Ｌ
Ｓ
北
見
の
本
橋

麻
里
選
手
、吉
田
夕
梨
花
選
手
、

吉
田
知
那
美
選
手
、
Ｓ
Ｃ
軽
井

沢
の
両
角
友
亮
選
手
ら
総
勢
12

人
の
ト
ッ
プ
選
手
か
ら
カ
ー
リ

ン
グ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し

た
。
ス
ト
ー
ン
を
投
げ
る
際
の

姿
勢
や
回
転
の
掛
け
方
、
ブ
ラ

シ
で
氷
を
こ
す
る
ス
イ
ー
プ
な

ど
を
学
び
、
最
後
に
講
師
と
共

に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、
食
に
関
す
る
座
談
会

も
開
き
、
本
橋
選
手
や
吉
田

（
知
）選
手
は「
普
段
か
ら
偏
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
く
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
て
い

る
」「
海
外
で
は
ご
飯
を
食
べ

る
よ
う
に
心
掛
け
、
日
本
か
ら

炊
飯
器
を
持
参
し
て
い
る
」と
、

「
ス
ポ
ー
ツ
と
食
」の
重
要
性

を
伝
え
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
選
手
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
、
カ
ー
リ
ン
グ
普
及
の

一
助
と
な
り
ま
し
た
。

カーリングを教える本橋選手（中央左）と
吉田（知）選手（同右）

カーリング教室に参加した小学生たち
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ゼノベーターからの

メッセージ　　　

東		北6県本部の連携強化で	
ブランド力と販売力強化へ

　本プロジェクトは、平成26年度新規事業提案制度
で採択され、東北6県本部の連携強化を通じ「東北産
農畜産物のブランド力と販売力強化」を図る枠組みを
構築するため、27年度から全農本所と県本部でプロ
ジェクトチームを組成し、取り組みを進めてきまし
た。
　国内市場が縮小する中、生産者の所得向上により
貢献するためには、新たな販売戦略の構築が必要で
はないかと考えたのが提案のきっかけです。当時、東
北楽天イーグルスが東北6県からファンを獲得した
ことや、各県の祭り（仙台七夕祭り、青森ねぶた祭り
など）が東北六魂祭として一都市に集約した事例も
あり、東北6県本部が互いに協力することで、「スケー
ル」と「多様性」を強みとした販売戦略の選択が可能
となり、これまでとは違う層に「東北」ブランドとい
う新たな興味を誘発できる可能性があると考えまし
た。

プ		ロジェクトがどのポジションで	
機能を発揮するか見極めに苦労

　立ち上げ当初は、本プロジェクトがどのポジショ
ンで機能を発揮するか、見極めに相当苦労しました。
そのため、平成28年度からの2年間は仮説・実証を
行い、次の場面で「東北」という枠組みが優位性を発
揮すると確認できました。
①「東北」という冠で農畜産物の付加価値販売に取り
組む事業者のサポート

　（例：「東北和牛」ブランド化支援）
②広域で事業を展開したい異業種との連携
　（例：JR東日本グループとの催事開催・商品開発、
東北の７新聞社と東北の魅力発信）

③“売れる商品開発”といった新規事業領域
　（例：食品卸と連携した加工品開発）
　30年度からは、プロジェクト体制から専任担当者

（1人）の配置体制になり、枠組み構築に一歩前進した
と手応えを得ています。

新		たな0.1をカタチにしようと	
踏みこむ勇気と努力を

　新規事業について検討を開始すると、既存事業領
域に近い案件は「すでに実施している」「過去に断念
した」といった壁にぶつかり、既存事業領域から離れ
た案件では「全農グループとして取り組む事業なの
か」「実現性に乏しい」といったジレンマに陥りがち
です。
　本年度のZennovationのテーマは「全農×ＡＮＹ」
であり、前述の「実現性」という課題は、異業種との
コラボレーションなどで解決の糸口を見いだせると
思います。
　「ゼロに何をかけてもゼロ」です。
　新たな0.1をカタチにしようと踏みこむ勇気と努
力はとても尊いものであり、たとえカタチにならな
くても、そのプロセスで得た知識、人脈、気づきは、
今後のあなたのビジネスライフの幅を広げる一助に
なると思います。
　数多くの提案、アイデアが今年も創造されること
を強く期待しています。

2

「産地間協力」をキーワードとした新販売戦略の
提案について

東北～ＴＯＨＯＫＵ～ブランドの確立

岩手県本部　佐々木	章さん	（全農東北プロジェクト）

全農東北プロジェクトマーク㊧と催事での東北一体となった売
り場

【総合企画部】
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担い手直送規格統一ロゴ「メガ得」マーク

●
肥
料
の
共
同
購
入
で
は
、
高
度
化
成
・

N
K
化
成
肥
料
の一般
銘
柄
に
つ
い
て
、

従
来
の
全
国
4
0
0
銘
柄
を
17
銘
柄

に
絞
り
込
み
、
29
肥
料
年
度
春
肥
で

は
、
例
年
の
対
象
銘
柄
の
実
績
を
ほ

ぼ
カ
バ
ー
す
る
7
万
㌧
を
超
え
る
予
約

数
量
を
積
み
上
げ
。
30
肥
料
年
度
秋

肥
か
ら
は
、
新
た
に「
普
通
化
成
一
般
」

と「
苦
土
入
り
高
度
化
成
」を
対
象
品

目
に
加
え
、
全
国
約
5
5
0
銘
柄
を

25
銘
柄
に
集
約
。

●
29
肥
料
年
度
春
肥
で
は
、
入
札
に
よ

り
メ
ー
カ
ー
数
を
14
社
33
工
場
か
ら
8

社
13
工
場
に
削
減
、
銘
柄
当
た
り
の

生
産
数
量
を
約
2
5
0
㌧
か
ら
約

4
0
0
0
㌧
に
拡
大
し
、
製
造
固
定

費
を
引
き
下
げ
。
供
給
範
囲
も
全
国
一

律
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に
変
更
し
、
配

送
コ
ス
ト
を
圧
縮
。
こ
れ
ら
の
結
果
、

お
お
む
ね
1
〜
3
割
の
価
格
引
き
下
げ

を
実
現
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
は
、
開
発
候
補
剤

を
絞
り
込
み
、
1
剤
目
を
開
発
中
。

●
水
稲
除
草
剤
は
、
29
年
度
は
約

1
0
0
品
目
削
減
し
、
約
3
4
0
品

目
へ
集
約
。

●
農
薬
担
い
手
直
送
規
格
は
、
通
常
規

格
と
比
較
し
お
お
む
ね
2
〜
3
割
の
価

格
引
き
下
げ
を
実
現
。
28
年
度
実
績

2
・
1
万
㌶
か
ら
大
幅
に
伸
長
し
、

29
年
度
は
5
・
3
万
㌶
へ
拡
大
。

●
低
価
格
モ
デ
ル
農
機
の
共
同
購
入
で

は
、
国
内
メ
ー
カ
ー
4
社
に
対
し
生
産

者
の
声
を
反
映
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー（
60

馬
力
ク
ラ
ス
）の
開
発
を
29
年
9
月
に

要
求
。

　 

全
国
目
標
台
数
1
0
0
0
台（
30
〜

32
年
）
と
し
、
共
同
購
入
を
希
望
す
る

生
産
者
か
ら
事
前
申
し
込
み
を
取
り

ま
と
め
、
積
み
上
げ
た
台
数
を
背
景

に
30
年
6
月
に
入
札
に
よ
り
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
を
決
定
。

 

　
標
準
的
な
4
社
同
ク
ラ
ス
と
比
較
し
、

概
ね
2
〜
3
割
の
価
格
引
き
下
げ
を

実
現
。

●
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
シ
ェ
ア
リ
ー
ス
チ
ー
ム

（
収
穫
時
期
が
異
な
る
4
〜
5
人
程
度

の
生
産
者
を
1
チ
ー
ム
と
し
て
1
台
の

機
械
を
共
同
利
用
）で
は
、
29
年
度
に

10
チ
ー
ム（
37
経
営
体
）組
成
。
利
用

結
果
は
、
5
6
5
日
／
10
台（
1
経

営
体
当
た
り
約
15
日
・
15
㌶
）と
な
り
、

購
入
し
た
場
合
と
比
較
し
2
割
程
度

の
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
。

●
段
ボ
ー
ル
の
共
同
購
入
で
は
、
標
準
パ

レ
ッ
ト
寸
法
な
ど
を
基
準
に
、
3
品
目

（
タ
マ
ネ
ギ
、
サ
ト
イ
モ
、
ピ
ー
マ
ン
）

の
全
国
標
準
段
ボ
ー
ル
箱
規
格（
44
規

格
）を
設
定
。
対
象
2
4
5
J
A
の
う

ち
、
1
0
6
J
A
が
購
入
意
向
を
示

し
、
年
間
約
3
0
0
万
ケ
ー
ス
分
の

積
上
数
量
に
基
づ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
・

品
目
別
見
積
も
り
合
わ
せ
を
29
年
10

月
に
実
施
し
、
基
本
価
格
条
件
を
決

定
。

●
30
年
3
月
か
ら
3
品
目
の
全
国
標
準

段
ボ
ー
ル
箱
の
出
荷
を
開
始
。
3
品

目
で
約
1
4
0
0
あ
る
規
格
を
県
域

独
自
の
規
格
集
約
と
合
わ
せ
て
、
約

3
割
程
度
削
減
の
見
込
み
。

●
J
A
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
で
は
29

年
6
月
か
ら
倉
敷
新
工
場
が
稼
働
、

9
月
に
水
島
工
場
、
30
年
3
月
に
神

戸
工
場
の
製
造
移
管
が
完
了
し
、
現

在
、
坂
出
工
場
の
製
造
移
管
を
実
施

中
。

●
製
造
数
量
が
月
間
10
㌧
以
下
の
小
ロ
ッ

ト
銘
柄
に
つ
い
て
、
約
5
0
0
銘
柄

（
28
年
4
〜
6
月
期
）か
ら
29
年
度
は

約
3
4
0
銘
柄
ま
で
集
約
。

●
米
国
で
は
全
農
グ
レ
イ
ン
㈱
の
原
料
船

積
能
力
を
増
強（
年
間
1
9
0
0
万

㌧
、
現
行
比
5
5
0
万
㌧
増
）し
、

30
年
4
月
か
ら
稼
働
す
る
と
と
も
に
、

穀
物
集
荷
を
担
う
C
G
B
社
の
内
陸

の
集
荷
拠
点
の
拡
充
を
実
施
中
。

●
29
年
産
米
は
、
直
接
販
売
1
0
2
万

㌧（
計
画
1
0
0
万
㌧
）、
買
取
販
売

36
万
㌧（
計
画
30
万
㌧
）
と
、
計
画
を

達
成
見
込
み
。
30
年
産
米
で
は
、
直

接
販
売
計
画
1
2
5
万
㌧
、
買
取
販

売
計
画
50
万
㌧
の
達
成
を
目
指
す
。

●
29
年
3
月
の
㈱
ス
シ
ロ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
へ
の
出
資
に
続
き
、

29
年
10
月
、
木
徳
神
糧
㈱
と
業
務
提

携
契
約
を
締
結
、
30
年
4
月
に
出
資
。

30
年
7
月
、
佐
藤
食
品
工
業
㈱
と
資

本
業
務
提
携
の
合
意
、
8
月
に
出
資
。

●
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
安
定
的
取
引

拡
大
の
た
め
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
多
収
品
種
な
ど
の
作
付
提
案
・
契

約
栽
培
の
拡
大
を
重
点
的
か
つ
速
や
か

に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
実
需
者
を

明
確
に
し
た
事
前
契
約（
播
種
前
・
複

数
年
契
約
な
ど
）の
拡
大
に
取
り
組

む
。

●
29
年
度
の
直
接
販
売
実
績
は
3
2

4
3
億
円（
計
画
3
2
0
0
億
円
、

前
年
比
1
0
6
％
）
と
、
計
画
を
達
成

し
た
。
30
年
度
は
直
接
販
売
計
画

3
3
0
0
億
円
の
達
成
を
目
指
す
。

●
生
産
面
に
お
い
て
は
、
輸
入
野
菜
の
国

産
へ
の
置
き
換
え
を
目
的
に
、
キ
ャ
ベ

ツ
、レ
タ
ス
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
加
工
・

業
務
用
野
菜
を
中
心
と
し
た
生
産
振

興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
連
携
し
た
収
穫
支
援
な

ど
農
業
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
を

拡
大
す
る
。

●
30
年
3
月
に
、
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
、
カ
ネ
マ
サ
流
通
グ
ル
ー

プ
、
エ
ム
・
ヴ
イ
・
エ
ム
商
事
㈱
と
の
業

務
提
携
契
約
を
締
結
。
3
社
と
の
国

内
契
約
産
地
づ
く
り
、
物
流
合
理
化
、

共
同
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
。

●
29
年
度
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
輸
出
実
績
は

1
6
0
億
円（
計
画
1
7
4
億
円
、

前
年
1
2
4
億
円
）
と
な
り
、
計
画

比
は
92
％
と
計
画
未
達
と
な
っ
た
も
の

の
、
前
年
比
は
1
2
9
％
と
、
前
年

を
上
回
っ
た
。

●
輸
出
障
壁
が
低
く
、
伸
長
が
見
込
め

る
重
点
輸
出
国
7
カ
国
・
地
域（
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
英
国（
欧
州
）、

中
国
、
台
湾
、
米
国
）を
設
定
。
米
国
、

英
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
続
き
、
30
年

4
月
に
全
農
香
港
事
務
所
を
開
設
、

8
月
に
は
台
湾
で
も
事
務
所
を
開
設

し
た
。

●
国
内
産
地
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
30
年

度
に
輸
出
用
低
コ
ス
ト
多
収
穫
米
実
証

圃
を
1
0
0
㌶
設
置
、
青
果
物
の
輸

出
用
産
地
を
8
カ
所
開
拓
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

は
し
ゅ

じ
っ
し
ょ
う

自
己
改
革
は

計
画
ど
お
り
に
進
捗

平
成
29
年
3
月
に
組
織
決
定
し
た「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」に

係
る
本
会
の
取
り
組
み
の
現
時
点
の
状
況
は
、
計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
ま
す
。【
広
報
部
】

し　
ん

ち 

ょ 

く

肥
料
事
業

1

飼
料
事
業

5

米
穀
事
業

1

園
芸
事
業

2

生
産
資
材
事
業

1

販
売
事
業

2

輸
出
事
業

3

農
薬
事
業

2

農
業
機
械
事
業

3

段
ボ
ー
ル
事
業

4

共同購入トラクターに決まったＹＴ357Ｊ

船積み能力を増強した全農グレイン㈱

香港事務所設立記念式典を開催（30年4月）

ほ
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担い手直送規格統一ロゴ「メガ得」マーク
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・
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肥
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銘
柄
に
つ
い
て
、

従
来
の
全
国
4
0
0
銘
柄
を
17
銘
柄

に
絞
り
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み
、
29
肥
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年
度
春
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で

は
、
例
年
の
対
象
銘
柄
の
実
績
を
ほ

ぼ
カ
バ
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す
る
7
万
㌧
を
超
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る
予
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量
を
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み
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げ
。
30
肥
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年
度
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肥
か
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は
、
新
た
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普
通
化
成
一
般
」

と「
苦
土
入
り
高
度
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成
」を
対
象
品

目
に
加
え
、
全
国
約
5
5
0
銘
柄
を

25
銘
柄
に
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●
29
肥
料
年
度
春
肥
で
は
、
入
札
に
よ

り
メ
ー
カ
ー
数
を
14
社
33
工
場
か
ら
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社
13
工
場
に
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当
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の
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を
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0
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。
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全
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一
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ブ
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位
に
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し
、
配

送
コ
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。
こ
れ
ら
の
結
果
、

お
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む
ね
1
〜
3
割
の
価
格
引
き
下
げ

を
実
現
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
は
、
開
発
候
補
剤

を
絞
り
込
み
、
1
剤
目
を
開
発
中
。

●
水
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除
草
剤
は
、
29
年
度
は
約

1
0
0
品
目
削
減
し
、
約
3
4
0
品

目
へ
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。

●
農
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直
送
規
格
は
、
通
常
規

格
と
比
較
し
お
お
む
ね
2
〜
3
割
の
価

格
引
き
下
げ
を
実
現
。
28
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度
実
績
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・
1
万
㌶
か
ら
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に
伸
長
し
、

29
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度
は
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・
3
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へ
拡
大
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●
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格
モ
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で

は
、
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に
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し
生
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を
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し
た
ト
ラ
ク
タ
ー（
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馬
力
ク
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ス
）の
開
発
を
29
年
9
月
に
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。

　 

全
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目
標
台
数
1
0
0
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台（
30
〜

32
年
）
と
し
、
共
同
購
入
を
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す
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生
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か
ら
事
前
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し
込
み
を
取
り

ま
と
め
、
積
み
上
げ
た
台
数
を
背
景

に
30
年
6
月
に
入
札
に
よ
り
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
を
決
定
。

 

　
標
準
的
な
4
社
同
ク
ラ
ス
と
比
較
し
、

概
ね
2
〜
3
割
の
価
格
引
き
下
げ
を

実
現
。

●
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
シ
ェ
ア
リ
ー
ス
チ
ー
ム

（
収
穫
時
期
が
異
な
る
4
〜
5
人
程
度

の
生
産
者
を
1
チ
ー
ム
と
し
て
1
台
の

機
械
を
共
同
利
用
）で
は
、
29
年
度
に

10
チ
ー
ム（
37
経
営
体
）組
成
。
利
用

結
果
は
、
5
6
5
日
／
10
台（
1
経

営
体
当
た
り
約
15
日
・
15
㌶
）と
な
り
、

購
入
し
た
場
合
と
比
較
し
2
割
程
度

の
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
。

●
段
ボ
ー
ル
の
共
同
購
入
で
は
、
標
準
パ

レ
ッ
ト
寸
法
な
ど
を
基
準
に
、
3
品
目

（
タ
マ
ネ
ギ
、
サ
ト
イ
モ
、
ピ
ー
マ
ン
）

の
全
国
標
準
段
ボ
ー
ル
箱
規
格（
44
規

格
）を
設
定
。
対
象
2
4
5
J
A
の
う

ち
、
1
0
6
J
A
が
購
入
意
向
を
示

し
、
年
間
約
3
0
0
万
ケ
ー
ス
分
の

積
上
数
量
に
基
づ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
・

品
目
別
見
積
も
り
合
わ
せ
を
29
年
10

月
に
実
施
し
、
基
本
価
格
条
件
を
決

定
。

●
30
年
3
月
か
ら
3
品
目
の
全
国
標
準

段
ボ
ー
ル
箱
の
出
荷
を
開
始
。
3
品

目
で
約
1
4
0
0
あ
る
規
格
を
県
域

独
自
の
規
格
集
約
と
合
わ
せ
て
、
約

3
割
程
度
削
減
の
見
込
み
。

●
J
A
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
で
は
29

年
6
月
か
ら
倉
敷
新
工
場
が
稼
働
、

9
月
に
水
島
工
場
、
30
年
3
月
に
神

戸
工
場
の
製
造
移
管
が
完
了
し
、
現

在
、
坂
出
工
場
の
製
造
移
管
を
実
施

中
。

●
製
造
数
量
が
月
間
10
㌧
以
下
の
小
ロ
ッ

ト
銘
柄
に
つ
い
て
、
約
5
0
0
銘
柄

（
28
年
4
〜
6
月
期
）か
ら
29
年
度
は

約
3
4
0
銘
柄
ま
で
集
約
。

●
米
国
で
は
全
農
グ
レ
イ
ン
㈱
の
原
料
船

積
能
力
を
増
強（
年
間
1
9
0
0
万

㌧
、
現
行
比
5
5
0
万
㌧
増
）し
、

30
年
4
月
か
ら
稼
働
す
る
と
と
も
に
、

穀
物
集
荷
を
担
う
C
G
B
社
の
内
陸

の
集
荷
拠
点
の
拡
充
を
実
施
中
。

●
29
年
産
米
は
、
直
接
販
売
1
0
2
万

㌧（
計
画
1
0
0
万
㌧
）、
買
取
販
売

36
万
㌧（
計
画
30
万
㌧
）
と
、
計
画
を

達
成
見
込
み
。
30
年
産
米
で
は
、
直

接
販
売
計
画
1
2
5
万
㌧
、
買
取
販

売
計
画
50
万
㌧
の
達
成
を
目
指
す
。

●
29
年
3
月
の
㈱
ス
シ
ロ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
へ
の
出
資
に
続
き
、

29
年
10
月
、
木
徳
神
糧
㈱
と
業
務
提

携
契
約
を
締
結
、
30
年
4
月
に
出
資
。

30
年
7
月
、
佐
藤
食
品
工
業
㈱
と
資

本
業
務
提
携
の
合
意
、
8
月
に
出
資
。

●
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
安
定
的
取
引

拡
大
の
た
め
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
多
収
品
種
な
ど
の
作
付
提
案
・
契

約
栽
培
の
拡
大
を
重
点
的
か
つ
速
や
か

に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
実
需
者
を

明
確
に
し
た
事
前
契
約（
播
種
前
・
複

数
年
契
約
な
ど
）の
拡
大
に
取
り
組

む
。

●
29
年
度
の
直
接
販
売
実
績
は
3
2

4
3
億
円（
計
画
3
2
0
0
億
円
、

前
年
比
1
0
6
％
）
と
、
計
画
を
達
成

し
た
。
30
年
度
は
直
接
販
売
計
画

3
3
0
0
億
円
の
達
成
を
目
指
す
。

●
生
産
面
に
お
い
て
は
、
輸
入
野
菜
の
国

産
へ
の
置
き
換
え
を
目
的
に
、
キ
ャ
ベ

ツ
、レ
タ
ス
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
加
工
・

業
務
用
野
菜
を
中
心
と
し
た
生
産
振

興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
連
携
し
た
収
穫
支
援
な

ど
農
業
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
を

拡
大
す
る
。

●
30
年
3
月
に
、
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
、
カ
ネ
マ
サ
流
通
グ
ル
ー

プ
、
エ
ム
・
ヴ
イ
・
エ
ム
商
事
㈱
と
の
業

務
提
携
契
約
を
締
結
。
3
社
と
の
国

内
契
約
産
地
づ
く
り
、
物
流
合
理
化
、

共
同
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
。

●
29
年
度
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
輸
出
実
績
は

1
6
0
億
円（
計
画
1
7
4
億
円
、

前
年
1
2
4
億
円
）
と
な
り
、
計
画

比
は
92
％
と
計
画
未
達
と
な
っ
た
も
の

の
、
前
年
比
は
1
2
9
％
と
、
前
年

を
上
回
っ
た
。

●
輸
出
障
壁
が
低
く
、
伸
長
が
見
込
め

る
重
点
輸
出
国
7
カ
国
・
地
域（
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
英
国（
欧
州
）、

中
国
、
台
湾
、
米
国
）を
設
定
。
米
国
、

英
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
続
き
、
30
年

4
月
に
全
農
香
港
事
務
所
を
開
設
、

8
月
に
は
台
湾
で
も
事
務
所
を
開
設

し
た
。

●
国
内
産
地
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
30
年

度
に
輸
出
用
低
コ
ス
ト
多
収
穫
米
実
証

圃
を
1
0
0
㌶
設
置
、
青
果
物
の
輸

出
用
産
地
を
8
カ
所
開
拓
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

は
し
ゅ

じ
っ
し
ょ
う

自
己
改
革
は

計
画
ど
お
り
に
進
捗

平
成
29
年
3
月
に
組
織
決
定
し
た「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」に

係
る
本
会
の
取
り
組
み
の
現
時
点
の
状
況
は
、
計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
ま
す
。【
広
報
部
】

し　
ん

ち 

ょ 

く

肥
料
事
業

1

飼
料
事
業

5

米
穀
事
業

1

園
芸
事
業

2

生
産
資
材
事
業

1

販
売
事
業

2

輸
出
事
業

3

農
薬
事
業

2

農
業
機
械
事
業

3

段
ボ
ー
ル
事
業

4

共同購入トラクターに決まったＹＴ357Ｊ

船積み能力を増強した全農グレイン㈱

香港事務所設立記念式典を開催（30年4月）

ほ
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作
付
け
前
に
買
取
価
格
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
生
産
者
は
ど
れ

だ
け
の
収
量
を
確
保
で
き
れ
ば

採
算
が
取
れ
、
そ
れ
以
上
に
収

量
を
確
保
で
き
れ
ば
ど
れ
だ
け

の
も
う
け
に
な
る
か
計
算
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
収
量
性
を
高

め
れ
ば
高
め
る
ほ
ど
確
実
に
農

家
所
得
の
増
大
が
図
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

JAレーク伊吹（滋賀県）

概要 平成３０年３月３１日現在

正組合員数　　　　　　　　5251人
准組合員数　　　　　　　　7204人
職員数　　　 　　　　　　　 223人
販売品取扱高 　　　　 13億4千万円
購買品取扱高  　　　　 10億5千万円
貯金残高 　　　　　1320億9千万円
長期共済保有高 　　3402億3千万円
主な農畜産物　　　  米、麦、大豆

29
年
産
米
か
ら
全
銘
柄

全
量
買
取
販
売
に

滋賀県

岐阜県

三重県奈良県

福井県

京都府

あ
り
、
取
り
組
み
は
大
成
功
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
共
同
計
算
方
式
は
農
業
協
同

組
合
の
基
本
で
す
が
、
農
協
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
Ｊ
Ａ
は
販

売
事
業
で
高
収
益
を
実
現
し
、

そ
の
収
益
を
も
っ
て
農
家
所
得

の
最
大
化
を
図
る
事
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
概
算
金

支
払
い
か
ら
追
加
払
い
や
調
整

払
い
な
ど
を
含
め
、
1
年
半
後

に
し
か
最
終
価
格
が
通
知
で
き

な
い
共
同
計
算
方
式
か
ら
、
農

家
手
取
り
が
分
り
や
す
い
買
取

販
売
価
格
の
提
示
と
、
品
質
と

出
荷
数
量
に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
加
算
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
に
応
じ
た
農
家
所

得
の
増
大
を
図
る
こ
と
が
必
要

量
が
確
実
に
増
え
る
保
証
も
な

く
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

賛
否
両
論
が
あ
り
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
買
取
販
売
は
リ
ス

ク
を
伴
う
の
は
当
然
で
す
が
、

取
り
組
ん
で
こ
そ
分
か
る
想
定

以
上
の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

　
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
は
、
平
成

29
年
産
米
か
ら
県
下
16
Ｊ
Ａ
に

先
駆
け
て
う
る
ち
・
も
ち
全
銘

柄
全
量
買
取
販
売
に
移
行
し
ま

し
た
。

　
買
取
販
売
は
多
く
の
リ
ス
ク

を
抱
え
る
と
と
も
に
、
集
荷
数

と
考
え
ま
す
。

　

中
で
も
、
カ
ン
ト
リ
ー
出
荷

に
つ
い
て
は
も
み
す
り
が
完
了

し
な
い
時
点
で
、
推
定
で
出
荷

米
と
く
ず
米
の
買
取
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
大
き

な
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
卸
の
要
望
に
応
じ
た

品
質
調
製
出
荷
を
行
う
こ
と

で
、
歩
留
ま
り
を
高
め
農
家
所

得
の
増
大
が
図
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
30
年
度
か
ら
新
た
な

水
田
野
菜
の
振
興
と
農
家
所
得

の
増
大
を
目
的
に
、
買
取
販
売

方
式
に
よ
る
加
工
・
業
務
用
タ

マ
ネ
ギ
の
産
地
化
を
目
指
し
た

普
及
拡
大
に
も
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
滋
賀
県
本
部

を
通
じ
て
事
前
契
約
を
行
い
、

農
家
所
得
の
増
大
へ

必
要
な
買
取
方
式

加
工
・
業
務
向
け

タ
マ
ネ
ギ
に
も
採
用

29年産米から全量買取販売に移行した水稲の収穫

水稲の生育状況を確認
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験
販
売
の
実
施
な
ど
で
新
商
品

の
開
発
に
活
用
す
る
こ
と
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

　　

４
月
30
日
か
ら
稼
働
し
た
セ

ン
タ
ー
は
、
県
産
牛
肉
・
豚
肉

を
使
用
し
、
季
節
の
贈
り
物
と

し
て
の「
ギ
フ
ト
商
品
」、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
向

け「
焼
肉
セ
ッ
ト
」や「
た
れ

漬
商
品
」、
飲
食
店
事
業
者
向

け
食
材
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま

す
。７
月
か
ら
は
、「
Ｊ
Ａ
タ
ウ

ン
」内
に
業
務
向
け
商
品
を
取

り
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
も
開
設
し
ま

し
た
。

　

直
売
所
で
は
、
県
産
銘
柄
の

「
松
阪
牛
」や「
伊
勢
う
ま
し
豚
」

の
精
肉
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

な
ど
の
自
社
加
工
品
の
対
面
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
法
に

よ
る
品
質
管
理
の
導
入
に
向

け
、
総
合
的
衛
生
管
理
の
認
証

取
得
を
目
指
し
、
安
全
で
安
心

な
商
品
の
製
造
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
「
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い

三
重
県
産
畜
産
物
の
販
売
を

通
じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者

を
結
ぶ
懸
け
橋
と
な
る
」と
の

経
営
理
念
を
実
践
す
る
た
め
、

小
ロ
ッ
ト
対
応

の
加
工
場
と
直

売
所
併
設
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
生
か
し
て
、

県
産
畜
産
物
の

販
売
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
ま

す
。

県
本
部

だ
よ
り

三重県本部

小
ロ
ッ
ト
対
応
の
加
工
場
に
直
売
所
併
設

の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

信
頼
の
高
い
加
工
体
制
を
整

え
、
県
産
牛
肉
・
豚
肉
を
中
心

と
し
た
商
品
の
加
工
に
取
り
組

み
、
需
要
増
が
想
定
さ
れ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
や
ギ
フ
ト

販
売
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
消
費
者
に

直
接
販
売
す
る「
お
肉
の
直
売

所
」を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

県
産
畜
産
物
の
お
い
し
さ

を
消
費
者
へ
発
信
す
る
と
と
も

に
、
同
社
の
宣
伝
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
、
自
社
の
加
工
技
術

を
生
か
し
た
加
工
品
の
情
報
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
へ
の
直
接
販

売
を
行
う
こ
と
で
、
商
品
の
評

価
や
消
費
動
向
を
把
握
し
、
試

肉
事
業
は
こ
れ
ま
で
、
同
社
四

日
市
事
務
所
の
牛
・
豚
包
装
肉

製
造
課
で
す
べ
て
製
造
し
て
い

ま
し
た
が
、
小
ロ
ッ
ト
商
品
や

ネ
ッ
ト
通
販
、
ギ
フ
ト
商
品
な

ど
の
細
か
な
対
応
を
松
阪
パ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
へ
集
約
し
、
製
造

　

三
重
県
本
部
の
子
会
社
、
株

式
会
社
Ｊ
Ａ
全
農
み
え
ミ
ー
ト

は
2
0
1
8
年
4
月
に
、
県
産

畜
産
物
の
加
工
・
販
売
拠
点
と

な
る「
松
阪
パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
牛
肉
・
豚
肉
の
包
装

「
お
肉
の
直
売
所
」で

県
産
畜
産
物
の
情
報
発
信

ネ
ッ
ト
通
販
や

ギ
フ
ト
販
売
を
拡
充

松
阪
パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
た「
お
肉
の
直
売
所
」と
店
内

小ロットに対応した松阪パックセンター

「松阪牛」のギフト商品

JAタウン
「JA全農みえミート」は

こちらから

9

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

2018 8.27 vol.854



　
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
飼
料

畜
産
中
央
研
究
所 

養
鶏
研
究
室

は
、
採
卵
鶏
や
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
新

た
な
飼
料
開
発
の
研
究
を
通
じ

て
、
養
鶏
生
産
者
の
生
産
性
向
上

や
経
営
安
定
化
へ
の
貢
献
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
の

が
、
育
種
改
良
が
急
速
に
進
ん
だ

鶏
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す

た
め
の
飼
料
の
開
発
で
す
。

　
例
え
ば
採
卵
鶏
は
、
産
卵
性
能

が
向
上
し
、
従
来
に
比
べ
て
飼
育

期
間
の
延
長
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
養
鶏
経
営
に
お
い
て
長
期

間
飼
育
で
き
る
と
ヒ
ナ
の
更
新
時

期
を
延
ば
せ
る
た
め
、
ヒ
ナ
を
購

入
す
る
回
数
が
結
果
的
に
減
り
、

コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
産
卵
期
後
半
に
お
け

る
卵
殻
質
の
低
下
や
過
大
卵
の
増

加
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
に
、
休
産
処
理
を
実
施
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
鶏
卵

の
生
産
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、

理
想
的
な
手
法
と
は
い
え
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
休
産
処
理
を
行
わ
ず
に
産

卵
成
績
や
卵
質
を
長
期
に
わ
た
っ

て
高
く
維
持
す
る
飼
料
の
開
発
で

す
。
実
用
化
す
れ
ば
、
卵
の
出
荷

量
と
製
品
化
率
が
増
え
、
鶏
群
の

更
新
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
近
い
う
ち
に
実
現
す
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
養
鶏
経
営
に
お
い
て
、

最
大
の
課
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
が
鶏
ふ
ん
処
理
で
す
。
毎
日
発

生
す
る
鶏
ふ
ん
を
処
理
す
る
に
は

多
大
な
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る

た
め
、
鶏
ふ
ん
が
減
れ
ば
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
最
近
、

当
研
究
室
と
J
A
全
農
北
日
本

く
み
あ
い
飼
料
㈱
と
で
共
同
開
発

し
、
同
社
か
ら
鶏
ふ
ん
低
減
飼
料

の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
同
社
の

管
内
で
は
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
も
現
場
で
役
立
つ
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
分
野
で
は
、

育
種
改
良
に
よ
っ
て
以
前
と
比
べ

て
成
長
速
度
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
１
日
の

増
体
重
は
、
2
0
0
6
年
の
56
・

6
㌘
に
対
し
て
、
16
年
は
63
・
3

㌘
に
達
し
て
お
り
、
現
在
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
育
種
改
良
に
伴
い
、
最
適
な
飼

料
の
栄
養
成
分
や
飼
養
管
理
法
も

変
わ
り
ま
す
。
研
究
所
で
は
、
育

種
改
良
の
最
新
情
報
を
入
手
し
、

鶏
の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
す
飼

料
の
開
発
と
飼
養
管
理
技
術
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

畜
産
事
業
の
研
究
最
前
線
1

　全
農
は
畜
産
事
業
に
お
い
て
、
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
、
家
畜
衛

生
研
究
所
、
E
T
研
究
所
の
3
研
究
所
を
有
し
て
い
ま
す
。
全
農

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
で
は
、
全
農
が
発
行
す
る
畜
産
情
報
誌「
ち
く
さ
ん

ク
ラ
ブ
21
」（
隔
月
刊
）と
連
動
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
所
を
連
載
で
紹

介
し
ま
す
。
初
回
は
、
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所 

養
鶏
研
究
室
で
す
。

長
期
飼
育
に
対
応
し
た

飼
料
の
開
発

飼
料
畜
産
中
央
研
究
所 

養
鶏
研
究
室

養鶏研究室の研究員

試験中の鶏の状態を確認

卵殻の色を測定

鶏
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
飼
料
開
発
へ

鶏
ふ
ん
低
減
飼
料
の
実
用
化

【
畜
産
生
産
部
】

次
回
は
、
飼
料
畜
産
中
央
研

究
所 

品
質
管
理
研
究
室
を
紹

介
す
る
予
定
で
す
。（
10
月
頃

掲
載
予
定
）
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付
け
、
7
月
22
日
に
収
穫
を
行
い
、

ブ
ロ
ガ
ー
親
子
計
31
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　農
業
の
楽
し
さ
、
大
変
さ
を
実
感

し
、
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
も
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　東
京
・
飯
田
橋
の
家
の
光
レ
イ
ン

ボ
ー
ビ
ル
で
8
月
1
日
、
親
子
料
理

教
室
を
開
き
25
人
の
ブ
ロ
ガ
ー
親
子

が
参
加
。
料
理
の
楽
し
さ
や
、
安
心

で
お
い
し
い
国
産
食
材
の
良
さ
、
日

本
の
農
業
の
大
切
さ
に
つ
い
て
発
信

し
ま
し
た
。

田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　親
子
農
業
体
験
ツ
ア
ー
を
栃
木
県

の
J
A
は
が
の
で
開
催
。
5
月
13
日

に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
エ
ダ
マ
メ
の
植
え

か
ら
販
売
さ
れ
る
ま
で
の
流
通
経
路

や
、
お
米
を
取
り
巻
く
状
況
、
お
米

の
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
生
産
資
材
部

の
勉
強
会
で
は
、
お
米
作
り
で
は
農

業
機
械
か
ら
米
袋
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
資
材

が
必
要
な
事
、
そ
の
中
で
全
農
が
ど

の
よ
う
な
役
割
や
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　29
年
度
か
ら
、
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
の
田
ん
ぼ
で
ブ
ロ
ガ
ー
と
一
緒
に

種
も
み
か
ら
精
米
・
袋
詰
め
、
販
売

ま
で
を
行
う
企
画「
米（
マ
イ
）・
サ

ン
キ
ュ
！
」を
開
始
。
農
業
の
大
変
さ
、

楽
し
さ
を
ブ
ロ
グ
や
誌
面
で
発
信
し

て
き
ま
し
た
。

　今
年
も
昨
年
に
続
き
、
神
奈
川

県
伊
勢
原
市
で
田
ん
ぼ
を
借
り
て
米

作
り
を
実
践
。

　6
月 

17
日
に
は
ブ
ロ
ガ
ー
親
子
や

ベ
ネ
ッ
セ
の
担
当
者
、
総
勢
41
人
で

で
発
信
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　5
月
22
日
に
米
穀
部
、
6
月
26

日
に
生
産
資
材
部
の
職
員
が
講
師
と

な
り
、
勉
強
会
を
開
催
。
米
穀
部
の

勉
強
会
で
は
、
お
米
が
収
穫
さ
れ
て

　今
年
か
ら
全
農
ブ
ロ
ガ
ー
と
定
期

的
な
勉
強
会
を
実
施
。
日
本
の
農
業

の
大
切
さ
や
全
農
の
役
割
を
ブ
ロ
グ

勉強会のため全農を訪れた全農ブロガーと米穀部職員

　
全
農
は
平
成
23
年
度
か
ら
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン（
ベ
ネ
ッ
セ
）と
提

携
し
、「
食
農
育
」に
関
す
る
理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ベ
ネ
ッ

セ
発
行
の
20
〜
40
代
の
主
婦
に
人
気
N
o
・
1
の
月
刊
生
活
情
報
誌「
サ

ン
キ
ュ
！
」へ
の
記
事
掲
載
や
、
毎
月
平
均
1
6
0
0
万
ア
ク
セ
ス
数
が
あ

る
関
連
ブ
ロ
グ「
口
コ
ミ
サ
ン
キ
ュ
！
」の
人
気
ブ
ロ
ガ
ー
10
人
を「
全
農
ブ

ロ
ガ
ー
」に
認
定
し
て
い
ま
す
。
全
農
ブ
ロ
ガ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
勉
強
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
そ
の
様
子
を
ブ
ロ
グ
で
発
信

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
ブ
ロ
グ
記
事
に
も
ぜ
ひ
注
目
く
だ
さ
い
！

全
農
ブ
ロ
ガ
ー
勉
強
会

「
米（
マ
イ
）・

サ
ン
キ
ュ
！
」田
植
え

全農のさまざまな取り組みに関する勉強会に参加

親子で料理教室に参加

JA全農親子農業体験ツアーでトウモロコシとエダマメの植え付けと収穫

J
A
全
農
親
子
農
業
体
験
ツ
ア
ー

「
口
コ
ミ
サ
ン
キ
ュ
！
」ブ
ロ
ガ
ー
限
定

J
A
全
農
親
子
料
理
教
室

「
口
コ
ミ
サ
ン
キ
ュ
！
」ブ
ロ
ガ
ー
限
定

「口コミサンキュ！」は
こちらから

全農のページは
こちらから

全農ブロガー10人

発
信
中

農
業
の
大
切
さ
や
全
農
の
役
割

【
広
報
部
】

「米（マイ）・サンキュ！」で田植えを体験
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クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

　福島震災復興のシンボルとして、当時東京大学薬学部の
関水教授(現東京大学名誉教授）がキウイフルーツの果皮か
ら分離、発見した「乳酸菌11/19-B1株」を使用したハード
タイプの”研Q室のヨーグルト”が発売されて3年、同乳酸菌
を使用したドリンクタイプがあらたに仲間入りしました。

【東北協同乳業（株）】

　「研Q室のヨーグルト　ドリンクタイプ」発売発表会を7月
27日、東京・大手町JAビルで開きました。また8月6日から
の東京大学消費生活協同組合、東京大学付属病院売店な
どでの発売を前に、8月1、2日に東京大学本郷オープンキャ
ンパスで先行発売しました。
　乳酸菌は自然免疫活性が極めて高く、体内の免疫力向上
や整腸作用などさまざまな効能が期待されています。また、生

乳を93％使用し、香料・安定剤不使用で濃厚な味わいに
仕上げています。
　ドリンクタイプについては、手に取りやすく気軽に飲めること
が重宝されており、より多くの方に、ご愛飲いただければと期
待しています。
　今後も福島県におけ
る東日本大震災に伴う
教育活動支援などのた
め、姉 妹 品 となる
「11/19-B1乳酸菌ヨー
グルト」と合わせ引き続
き寄付を行います。

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、9/7（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、クール代、お届け先により送料がかかります。※発送は9月15日頃からを予定しています。

　JA岡山西管内の井原市は岡山県の西南部に位置し、西は広島県
に接する瀬戸内の温暖な気候に恵まれた西日本有数のブドウの産地
です。
　ハウス栽培から露地栽培まで多くの種類のブドウが栽培されていま
す。その中でも人気品種の「瀬戸ジャイアンツ」は、糖度が高く酸味
は控えめ。また、種がなく皮がとても薄いので皮ごとまるごと食べら
れ、みずみずしくパリッとした食感が楽しめます。種や皮を気にせず
食べられるので、フルーツサラダやケーキのトッピングなどバリエーシ
ョン広く楽しめるのも人気の一つです。
　この機会にぜひ、「瀬戸ジャイアンツ」をご賞味ください。

JA岡山西 星の郷特産館

JAタウンは
こちらから

瀬戸ジャイアンツ
（１房700㌘）……5200円

「研Q室のヨーグルト
ドリンクタイプ」を
新発売

　東京
大学と東北協同乳業（福島）が協同開発

JAビルで開いた「研Q室のヨーグルト ドリンクタイプ」発売
発表会。右から 東京大学社会連携部社会連携推進課の
渡邉留美子特任専門員、東北協同乳業株式会社の今長
谷 浩代表取締役社長、同社の佐久間博康専務取締役

東京大学本郷オープンキャンパスで「研Q
室のヨーグルト ドリンクタイプ」を先行発売

2018 8.27 vol.854

鏡開きで全農台湾事務所設立を祝う、左から台湾全農インターナショナル㈱の野末知裕総経理、㈱みずほ銀行
の安原貴彦常務執行役員、大澤憲一副会長、日本台湾交流協会台北事務所の沼田幹夫代表、神出元一理
事長、台北市日本工商会の大橋悟理事長（２面）

競馬の本場･英国バークシャー州アスコット競馬場
で来場者に日本産コシヒカリを原料として英国で
製造した米ビールをアピール（２面）

全国野菜園芸技術研究会群馬大会参加者が群
馬県本部の園芸作物生産実証農場を視察（３面）

台湾に輸出拠点を開設し記念式典開催

競馬の本場･英国で日本産食材アピール
（全農インターナショナル欧州㈱）

ジャパンジョッキーズカップ 2018
優勝チームに県産農畜産物（岩手県本部）

全農杯全日本卓球選手権大会を開催
（広報部）

北海道北見市でカーリングキャンプ開催
（広報部）

ゼノベーターからのメッセージ ②（総合企画部）

自己改革は計画どおりに進捗（広報部）

ＪＡズームイン（ＪＡレーク伊吹）

県本部だより（三重県本部）

2

6-7

10

3

5

4

畜産事業の研究最前線①
飼料畜産中央研究所 養鶏研究室
（畜産生産部）

全農ブロガーが情報発信中
（広報部）

「研Q室のヨーグルト ドリンクタイプ」を
新発売（東北協同乳業㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA岡山西 星の郷特産館（岡山県）

2
面
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

群
馬
で
全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究
会
を
開
催

3面
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